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つくばチャレンジ実行委員会事務局 （つくば市 政策イノベーション部 科学技術戦略課内）

■概要
　つくばチャレンジは、つくば市内の遊歩道等の市街地で、移動ロ
ボットに自律走行させる技術チャレンジです。これは、順位を付ける
競争ではなく、各チームがそれぞれ設定した目標にチャレンジする
場です。2007年からほぼ毎年実施しており、2023年には関西も
含めた全国から76チームの参加登録がありました。
　ロボットの走行は、例年7月～11月頃にかけて計9日程度の実験
走行と、その後に設定した1日に1回だけ走行させる本走行を実施
します。何が起こるかわからない実環境で、しかもやり直しのきかな
い1回の本走行で確実に走らせるためには、あらゆる状況を想定
し、実験を繰り返して成功率を高めておかなければならず、これが
各チームの技術力向上につながっています。
　また、毎回状況の異なる実環境中の実験では、得られた知見を共
有することが極めて重要であり、参加者間の情報交換の場として、
オンラインのLT大会やシンポジウムを開催しています。

■設定している課題
　つくばチャレンジのメイン課題は、移動ロボットの自律走行です。
コースは、2007年から2017年までつくば駅周辺に設定していま
したが、2018年からはつくば市役所と研究学園駅前公園周辺エリ
アに移動し、毎年少しずつ変更しながら実施しています。
　2023年には、約2.5kmの自律走行に加え、事前の地図作成を行
わないエリアの走行、横断歩道の信号を認識しての走行、チェックポ
イントの通過や、荷物の配送などの選択課題を設定しました。2023
年の本走行では、市役所敷地内の確認走行区間を走行できたロボッ
トは、出走した66台中26台、ちょうど中間の折り返し地点まで行け
たのが16台、全コース完走できたのはわずか6台でした。なお、自律
走行の完走に加え、選択課題を2つ以上成功したチームには、課題達
成として「つくば市長賞」を授与していますが、残念ながら2023年に
は同賞は出ず、実環境中での自律走行の難しさが表れています。

■運営
　つくばチャレンジは、主にロボット関係の研究者からなる約60名の
委員で構成される実行委員会と、つくば市職員が担当する事務局で
運営しています。運営費は、約1/3が参加費、約1/3がスポンサー企
業からの協賛金、残りの約1/3がつくば市からの補助金です。

■貢献
　つくばチャレンジの貢献は、第一に公道で移動ロボットの自律走
行実験が可能な場を広く提供していることです。第二に、実験環境
の提供を通して、自律移動ロボットの技術向上に貢献しており、学会
等でも評価していただいております。また、これまでに延べ2万人を
超える参加者を数え、この中から、自動運転車やAGV、配送ロボット
など自律移動体関連の技術者を多く輩出しており、関連ベンチャー
企業も複数起業されています。さらに、「つくばチャレンジ子どもボ
ランティア」と称して、市内の小・中学生に実行委員の仕事を経験し
てもらい、子どもたちにロボットやその最新技術に親しんでもらう
取り組みも実施しています。
　市内の歩道を普通にロボットが走行している姿を一般の人々に
見てもらうことで、市民のロボットへの正しい理解を促し、ロボットと
人間が共存する社会に近づいていけることを願っております。
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住所： 東京都江東区平野4-10-5
担当： 広報担当　E-mail： communications_bc_ja@rapyuta-robotics.com

ラピュタロボティクス株式会社

■ラピュタPA-AMRの概要
　自律走行搬送ロボット「ラピュタPA-AMR」は、物流倉庫ピッキン
グ作業の負担（歩行距離・時間）軽減、作業効率の向上および省人
化を実現する「協働型ピッキングアシストロボット」です。 「ものを認
識して掴んで入れる」という人の強みと、「最短経路を導き出し、も
のを運搬する」というロボットの強み、それぞれを活かすことで業務
効率を向上させ、物流現場の人材不足解消や拡張性の担保に貢献
するロボティクスソリューションです。
　1人に対して2-3台のロボットと一緒に働くことで、人は経路に迷
うことも、重たい荷物も運ぶこともなく、軽快にピック作業に集中で
きます。
　これを可能にするのが、ラピュタロボティクスの強みである群制
御技術です。様々な変数がある環境下でも、複数台のロボットを協
調制御し、瞬時に最適解を導き出して目的地に辿り着きます。

■社会的ニーズ
　当社はロボットを活用することによって、すべての人が3K（きつ
い、汚い、危険）と言われる仕事から開放され、より知的で創造的
な仕事に集中できる世界の実現を目指しています。中でも現在
は、自動化の余地・効果が大きい物流業界（物流倉庫）での課題解
決に取り組んでいます。
　EC市場が急成長する一方、物流倉庫では、労働力確保が年々
難しくなり、人件費高騰にもつながっています。各企業において
は、作業者の負担を減らしつつ、最小限の人員で庫内業務を回せ
るような環境構築が喫緊のテーマとなっています。
　上記課題を解決するものとして、今日「ラピュタPA-AMR」が多
くの現場で稼働しているのです。

　このように物流における作業効率化は、結果的に我々の生活に
密接に関わるため、物流会社の利益に資するだけでなく、経済全
体の発展に貢献できると考えております。

■ラピュタPA-AMRの特長
①生産性向上： 現状生産性を最大2倍に引き上げます。
②高い柔軟性： 新規倉庫はもちろん、既存倉庫にもレイアウトを変
えずに導入することが可能です。
③導入後のサポート： カスタマーサクセスチームが、稼働状況や実
績をもとに生産性向上のための伴走支援をします。

■今後の展開
　商用化以来、国内50拠点への納入、累計販売数は500台を超え
ております。2023年1月にアメリカシカゴにオフィスを開設し、日
本の厳しい倉庫環境で培った技術をアメリカの物流倉庫にも展開
すべく営業活動を開始しております。
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